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Iはじめに
MUSEUM(博物館、美術館)教育が話題となって久
しい。実際に、ワークショップ、ワークシートに止まら
ず、様々な教育普及活動が行われ、またこれらの教育普
及活動に関する論考も年々増えている傾向にある。 そこ
で、これらの教育普及活動の核としての展示について教
育的視野に立って再検討していくこととする。
つまり、MUSEUM(博物館、美術館)教育の特色と
は「もの(実物資料)」を展示することによって、来館者
の興味・関心を引き出し、さらにそれを深化させていく
ことにある。 しかし、ただ単に「もの」を展示する-「も
のをして語らしめる」といった展示では、一般の来館者
の理解が得られない場合が見受けられる。 そこで、時と
してギャラリー・トーク、ワークシートといった教育普
及活動は、展示を補完する形で行われている。 そして、
ギャラリー・トーク、ワークシート、ワークショップと
いった教育普及活動は、各館の実情、対象年齢に合わせ
て多種多様な展開が可能であり、行われていると言える。
しかし、展示そのものについても、教育的要素があり、
また他の教育普及活動と違い、全ての来館者に対して日
時を限定することなく行うことのできるものであること
から、幅広い教育普及活動であると言える。
ところが、この展示について教育普及という視点に立
った論考は他のMUSEUM教育についての論考に比べ
て多くはない。 特に、展示を行う側からの展示論は見ら
れるものの、展示を見る側の視点にたった論は少ない。
展示を見る側の視点に立った展示論とは、例えばK・マ
ックリーン1やジョン・H・フォーク&リン・D・デイア
キング2らの研究に見られるように、来館者が展示をど
のように見ているのか、そして展示からどのような効果
を得るのかといったものである。
このような来館者の視点に立った時、現在の展示のあ
り方には再検討の余地があると考える。 すなわち、展示
とは「展示する側がものを本来置かれていた状態、文脈
から切り離し、新しい意味を付加し、来館者に情報発信
するコミュニケーションの場、道具」であると考えられ
ているものの、MUSEUM資料の中には、「新しい意
味」を付加するよりも「ものが本来置かれていた状況、
文脈」を伝達する方が来館者の鑑賞や学習を助長するも
のもある。具体的には、展覧会、展示のコンセプトとい
った展示する側の付加した「新しい意味」とは、時に概
念的、抽象的なものであり、子どもやヴィジュアル・リ
テラシーの発達していない者にとっては理解の難しいも
のである。
一方、「もの」が置かれていた状況やその「も
の」の使用方法といった情報を与えることによって、「新
しい意味」が理解できない来館者にとっても、鑑賞、学
習の機会を与え得ると言える。
そこで、「もの」の置かれていた状況や文脈を伝える展
示が、来館者の学習にとってどれほどの有用性を持つも
のなのかを検討していくこととする。
Ⅱ展示と来館者のまなざし
1MUSEUMの展示とまなざし
MUSEUMの誕生以前に「もの」を見せるために並べ
る・飾るということは行われていた。 しかし、それが
MUSEUMと根本的に異なるのは第三者(公衆)を意識
しているか否かにある。 そして、MUSEUMでの「展示」
との差を明確に表現するために、MUSEUMの前段階的
施設においては、「陳列」という言葉を用いることが多い。
では、この「陳列」と「展示」は鑑賞者にとってどのよ
うに異なるのであろうか。
鑑賞者にとって「陳列」されている「もの」とは、そ
れがどのような来歴を持つものなのか、どのような文脈
の中にあるのかといった、鑑賞するにあたっての前提と
なる知識が、陳列した側と鑑賞する側の間に共有されて
いたと言える。 例えば、王侯貴族のコレクションが、そ
の権力なしには成立しえないことを、その鑑賞者は理解
していたであろう。 また、江戸時代、出開帳のような形
で見せられた「寺宝」などは、案内の僧侶の口上によっ
て、鑑賞者はその場で来歴、不思議を知ることとなる。
つまり、鑑賞の前提となる知識といったものを予め知っ
ている、あるいはその場で知るというのは、「陳列」のよ
うに無秩序に並べられたものであっても、知識を共有し
ている「限られた人々」が鑑賞していたと言える。
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これに対して、 MUSEUMで行われる「展示」という
のは、不特定多数の来館者に向けて行われるものである。
つまり「限られた人々」のまなざしから「公衆」のまな
ざしへと対応するために、 「もの」の見せ方も「陳列」か
ら「展示」へと変化する。 では、 「展示」と鑑賞者のまな
ざしについて詳しく述べていくこととする。
「陳列」から「展示」へという変化を考えるにあたっ
て、ミッシェル・フーコーの言う「物を視線と言説の双
方に結びつける新たな仕方」によって行われる「表形式
の展示」 3に着目していくこととする。つまり、 「表形式
の展示」とは、 「いっさいの注釈や付属言語から解き放た
れた諸存在が、その可視的な表面をこちらに向けて一列
にならび、その共通の特質にしたがって比較され、その
ことによってすでに潜在的に分析され、もつべき唯一の
名を提示」することであるoこのフーコーの論述を、展
示の問題に焦点化して整理すると、次の3点にまとめる
ことが可能である。 す卑わち、 「いっさいの注釈や付属言
語から解き放たれた諸存在ということ」(①コンテクスト
の消失)、 「その共通の特質にしたがって比較され、その
ことによってすでに潜在的に分析され、もつべき唯一の
名を提示していること」 (②カテゴライズの問題)、 「その
可視的な表面をこちらに向けて一列に並んでいること」
(③表面的な展示)である。以下、この3つの点につい
て詳しく述べていくことにする。
(Dコンテクストの消失
古美術・民族芸術など、コンテクストへの依存性が高
い「もの」は特に、その言語上でしかその「もの」の価
値・意味を、真に意味するところは理解できない。 それを
他の言語で語ることには限界がある。 例えば、 「バナナ」
という言語の意味する「もの」は、ある文化圏では食べ
物を意味するが、.バナナの葉を食器として用いている文
化圏ではバナナは食器を意味する。 このように、 「もの」
そのものは同じものであっても、それがどちらの言語に
よる表記であるかによって、付与される意味は異なる。
これを「日本美術」を例として説明すると、矢立のよう
にかつては携帯用の筆入れを意味していたものの、現在
のMUSEUMでは美術品を意味するということが挙げ
られる。
展示において、かつての文脈における言語によって説
明するのか、それともその芸術的価値といったように現
在の言語によって「もの」を説明するのかによって、受
けての側-鑑賞者のまなざしにも変化を与えると言える。
②カテゴライズの問題
MUSEUMでは、展示という新しい文法を用いて「い
っさいの注釈や付属言語から解き放たれたもの」に、新
しいMUSEUMでの意味を付加していく。すなわち、コ
ンテクストから切り離し、他の「もの」などと並列に展
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示することで、同種の「もの」をまとめたり、違いを比
較したりすることが容易になる。
しかし、一方で付属言語にあった「もの」-MUSEUM
に収蔵される以前にあった環境、文脈のなかでの「もの」
は、単体としての「もの」ではなかった場合もある。「純
粋美術」のように鑑賞のみを目的として作られたものな
らば「単体」としての鑑賞にも適しているケースもある
が、「見る」という目的以外の目的を持って制作された「応
用美術」にあっては、その「もの」の使用法、置かれて
いた環境などが、その鑑賞にあたって重要な役割を果た
している場合も多々ある。
例えば、茶室の中では美術品だけが忽然と存在してい
るわけではなく、その状況、主客の関係、季節や他の茶
道具との関係性が深く関わっており、その中で「美術品」
も茶の湯を構成する一要素であると言っても過言ではな
い。そして、このようにかつて複合体としての意味を持
っていた「もの」を、「単体」として扱い、カテゴライズ
し、展示するだけでは伝達不可能な「もの」の情報があ
ると言える。
もちろん、MUSEUMとはカテゴライズによって「新
しい意味」を再構築するという機能を果たしている。そ
して、それこそMUSEUMの重要な役割の1つではあ
るが、このことによって来館者のまなざしは、「単体」、
それだけで完結された「作品」としての鑑賞に慣れてし
まい、茶道具のように複合体としても意味を有していた
「もの」についても、同じように鑑賞していることがあ
る。つまり、かつて「もの」を取り囲んでいた環境や文
脈、そしてその中で「もの」がどのような役割を果たし
ていたのかについての知識がない来館者にとっては、
「単体」として「展示」された「もの」からは、複合体
として存在していた「もの」の様子は想像すらも出来な
いのである。
具体的に仏教彫刻の例で考えるとするならば、
MUSEUMでは仏像、天蓋、港頂幡とすべて個別に展示
されることがある。それぞれ、「奈良時代の仏教美術」「平
安時代の仏教美術」等のカテゴリーのなかに納められて
しまうと、天蓋、湛頂幡を「単体」のものとして鑑賞し
てしまい、それが寺院においてどのような役割を担って
いるのか、どのような構成物であるのかといったことへ
の興味を持ちえないのである。
③表面的な展示
MUSEUMにおいて展示された「もの」は、もはや元
の世界において個別かつ特有の意味を有していた「もの」
ではなく、そこから切り離され、さらには新たな集合体
として布置されることによって、ある共通認識をもたら
すものとなる。そのために、単体としての「もの」を共
通の特質のもとに並べることで、なんらかのメッセージ
を伝達するのである。 そして、そのメッセージに即した
特徴的な部分を強調し、鑑賞者の側に向けて展示するの
である。 つまり、 「表面的な展示」とは「もの」の一側面
を見せる展示であり、他の側面の情報が得られにくいと
いう特徴を持つ。
しかし、そうして伝達されるメッセージとは鑑賞者に
どれほどの有用性を持っているのだろうか。 例えば、も
のをどのような角度、切り口から紹介するのか、それに
よって鑑賞者は「もの」の新しい見方などを会得するわ
けであるが、そのメッセージ、切り口というのはどれほ
ど鑑賞者に伝わっているのだろうか。
展示は、山口昌男の「『感覚』よりも『知識』によって
『もの』の意味づけが行われる博物館は、一般的な文化
と認識のプロセスのなかでは特殊な例にすぎない」 4と
いう指摘通り、日常的な「もの」の見方とは異なった「も
の」の見方をする土とが要求される。 そのために、展示
というシステムを理解しているものには、展示から情報
を読み解くことが容易であっても、展示に不慣れな者に
とってはそう簡単なことではない。
その為に、展示に不慣れな者は日常的な見方をして、
「もの」を見る。 しかし、展示する側の意図、目的は「も
の」を通じて何らかのメッセージを伝えることであるこ
とが多い。 ここに「もの」を見る、 「展示」を見せるとい
う差異が生じているとも言える。 そこで、来館者には「も
の」を見るというまなざししか形成されない者もある。
確かに、 「もの」を見ることは、 MUSEUM教育におい
て中心となるものであり、そのことを通じて自身の興
味・関心を引き出し、さらなる学習に繋がっていくもの
である。 しかし、あるメッセージを伝達するための「表
面的な展示」では、ただ「もの」を見るだけでは「もの」
の情報を得ることができないので、来館者自身の興味・
関心を引き出すことは難しいと言える。
そして、展示で伝えたい情報(メッセージ)が伝わる
か否かというのは、鑑賞者の能力、経験に委ねられると
ころが大きいからである。そして、鑑賞経験の少ない者、
鑑賞能力に乏しい者に対しての展示も必要なのではない
か。 もちろん、展示の意図、目的のもとにコンセプトや
概念を伝える展示も必要ではあるが、鑑賞の発達段階や
来館者の層に応じて、さまざまな展示があることにより、
来館者が展示されている「もの」だけでなく、展示その
ものについても「鑑賞」可能になると考えられる。
2 「博物館」の展示、 「美術館」の展示
さて、日本においてMUSEUMは「博物館」と「美術
館」とに分かれて発展したという経緯がある。 そのため
に、 「博物館」と「美術館」では、展示についても違いが
見られる。 そこで、この展示の違いについて確認し、次
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項において「美術館」と「博物館」とに分化して発展し
た日本のMUSEUMにおける、来館者のまなざしの違い、
そしてその問題点を考察するための土台とする。
「美術館」と「博物館」では収蔵されている資料は同
一のものであっても、資料から抽出され、展示される情
報が異なる。
つまり「美術品」.とされるものであっても、
美術史学、美学といった学域だけでなく、民俗学、文化
人類学、.史料学と言ったさまざまな学域から、資料の情
報を抽出することが可能である。
さらに、「美術」が明治期に輸入された概念であること
5が、より複雑なものとする。つまり、日本において「美
術」として「博物館」「美術館」に展示されている「もの」
のなかには、「美術」というカテゴライズが成立する以前
に、「鑑賞」という目的以外のH的を持つものとして作ら
れた「もの」がある。よって、資料から抽出される情報
には、「鑑賞」のための情報とそれ以外の「もの」として
の情報が含まれていると言える。
例えば、矢立や印寵は道具として使用されていたわけ
であるから、道具としての情報や「美術」としての情報
が抽出することが出来るわけである。その中で、どの情
報を抽出するのかは、「博物館」と「美術館」では異なる
のである。
そのために、展示も「博物館的な展示」と「美術館的
な展示」があるということも否めない。一般に、「博物館
的な展示」は、来館者の知的欲求にこたえることを目的
とし、展示する側の意図と価値判断によって学説や法則
を解かり易く説示するものが多い。
「美術館的な展示」は、「もの」の芸術的価値または美
的価値を最もよい条件のもとで提示するものである。そ
して、知的理解ではなく鑑賞を通して、感性を磨き情操
を養うことを目的とすることが多く、その鑑賞にあたっ
ては、美的価値を損ねぬような空間の確保、照明の工夫
等が重視される。
どちらの展示にもメリット、デメリットはあるが、特
に、美術館の展示が画一的なものであり、来館者のまな
ざしと深い関わりあいがあると考えられる。では、具体.
的に「美術館的な展示」「博物館的な展示」と来館者のま
なざしとの影響関虜を探っていくこととする。
3博物館展示、美術館展示と来館者のまなざし
「博物館的な展示」では、来館者の知的欲求にこたえ
ることを目的としているために、来館者にとってより分
かりやすいように展示手法の上で様々な工夫がされてい
る。例えば、ジオラマやパノラマを用いて当該資料のあ
った状況、環境を情感的に訴えたり、ハンズオンのよう
な触れることのできる資料を用意することで、視覚以外
の情報経路からも情報を得られるようにしたりといった
工夫である。 この為、来館者は様々な角度から資料を見
ることが可能になると言える。 つまり、様々な展示手法
があることによって、様々な「もの」の認識の仕方があ
ることを理解できるものと考えられる。
これに対して、「美術館的な展示」では、「もの」の芸
術的価値または美的価値を第一に展示で伝えるようとす
る為に、どうしても展示手法のバリエーションといった
点には限界がある。 例えば、レプリカやジオラマが審美
的な観点から排除されるという傾向にある。 つまり、ど
うしても画一的な展示になってしまう傾向にあり、来館
者のまなざしも「美術鑑賞」、「ものの美しさやよさを味
わう」といったところへ集約されているという面がある。
「ものの美しさやよさを味わう」という鑑賞のあり方
を批判するわけではないが、様々な鑑賞スタイルの1つ
のあり方に過ぎない。 全ての来館者にとって「ものの美
しさやよさ」が伝わるとも限らないのであり、その際、
様々な展示のあり方が、多様な鑑賞スタイルの提案に繋
がると考えられる。
さらに「美術館」は、展示という文法を用いて、ある
ものを「美術」として語ることで「美術」たらしめてい
るという象徴的な機能がある0 このことによって「美術
館」の展示では、「もの」の「美術作品」としての側面を
強調することとなる。 そのために「美術館」では「博物
館」での展示豆比べて、かつて「もの」が所属していた
状態や文脈といった情報が排除される傾向にある0
つまり、来館者の中には、「美術館では美術作品」を見る
というコードに規制を受け、MUSEUM資料を見ている
来館者もある。
Ⅲ「日本美術」の展示
1「日本美術」の展示について
さて、MUSEUMで展示されることによる鑑賞者のま
なざしの変化、さらに日本のMUSEUMにおいては「博
物館」と「美術館」の展示とそのまなざしの違いについ
て述べてきた。
これらを踏まえて、「日本美術」の展示に
焦点化して考察していくこととする。 そして、「日本美術」
を鑑賞者の学習ということを目的に展示する場合、どの
ような問題点があるのかについてまとめることとする。
①コンテクストの消失
MUSEUMに展示されることで失われるコンテクスト
といった場合、二つに大別して考えることが可能である。
それは、物質的に失われるものと、意味性が変わるもの
とに分けることができる。 そこで、物質的に空間が保有
する情報を1)空間の視覚に対する働きかけ、2)空間
の視覚以外の五感に対する働きかけ、3)地域との対応
関係、と仮定する。 そして、精神的に空間が含有する情
報を4)文化的、社会的に受ける空間への制約、と仮定
しておくこととする。 これらのコンテクストが具体的に
どのようなものであるのか、寺院における仏教美術を例
として見ていくこととする。
仏教美術のあった環境とはどのようなものであろうか。
例えば、《年中行事絵巻≫(住吉模本)には「真言院後七
日御修法」(図1)の様子が措かれている。
図1《年中行事絵巻》(住吉模本)
御修法とは、空海(774-835年)によって、真言密教
の実践行として創始されたものであり、図中には正面に
五大尊像、左右に金剛界、胎蔵界畳茶羅、建物右手の壁
には十二天像が掛けられているのが見てとれる。 以下山
岸公基6の記述に従い詳しく見ていくこととする。 両隻茶
羅のうち、その年の修法が行われる方に金鋼宝塔が安置
され、本尊とされる。 宝塔の周りには、密教法具類が並
べられ、またそれぞれの像の前には前机を立て仏具を置
く。このように堂内を飾り立てることを荘厳と言うが、
その中で末寺-の長老である大阿閣梨と14人の僧侶が、
それぞれ役割分担し、大壇、護摩壇、諸尊に対する供養
を行い、各種真言を間断なく唱える。 このような仏教美
術を取り巻くコンテクストから、MUSEUMではどのよ
うな情報が変容したり、失われたりしているのであろう
か。
1)空間の視覚に対する働きかけ
まず、視覚に対する働きかけとしては、光の変容があ
る。つまり、自然光から人工光という変化であり、人工
の下では鮮柳手鑑賞することが可能であるかもしれない
が、浄土寺(兵庫県小野市)のように自然光を取り入れ
ることによって生まれる荘厳効果は失われる。 また、太
陽光は季節や時間によって、「もの」の色を変化させるが、
そのような変化は失われてしまうのである。
2)空間の視覚以外の五感に対する働きかけ
視覚以外の五感への働きかけは、MUSEUMで展示さ
れることで、そのほとんどすべてを失ってしまうと言え
る。仏教美術の場合では味覚、触覚に働きかける「もの」
は、本来的に多いとは言えない。 しかし、MUSEUMで
は視覚のみの情報で、香の匂い、木魚や読経の音といっ
た喚覚、聴覚に訴える情報は失われる。
3)地域との対応関係
「もの」と地域との対応関係とは例えば、仏像の材料
が挙げられる。 つまり、中国では主に石窟に掘られた磨
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崖仏が多くみられるが、日本では木材による彫像が多い。
陶磁器など、どのような材料で「もの」を作るのかとい
うことには、その地域の特質がよく表れていると言える。
しかしMUSEUMの中に、物理的な意味での地域性を
持ち込むことは難しいため、展示で表現されることも少
ない。そして展示する場合には、展示写真、映像といっ
た二次資料に頼らざるを得ないのである。
4)文化的、社会的に受ける空間への制約
文化的、歴史的に空間から受ける制約とは、例えば御
修法において、像を掛ける場所や、密教法具の類の配置
がある。この配置は、自由に変更可能なものではなく、
宗教上の規定によって定められているものである。
また、寺院からMUSEUMというように、展示される
空間が変わることによって、「もの」の情報が変容するケ
ースも見受けられる。 例えば、《地蔵菩薩像≫(図2)の
ように、裸形の仏教彫刻においては寺院では「信仰対象」
として衣装をつけて拝されているものの、MUSEUMに
おいては、「研究の資料」として取り扱われるために、衣
装をとった状態で展示することもある。 それは、後世に
つくられた衣装に関しては、研究の対象となることが少
ないからであろう。 その意味では、衣装をとった状態で
の展示はMUSEUMならではの展示である。 しかし、鑑
賞者にとって、MUSEUMならではの展示であるために
は、「衣装をつけている状態」を知っていることが前提と
なっている。
図2《地蔵菩薩像≫
(奈良/伝香寺)
②カテゴライズの問題
日本において「美術」という概念が登場するのは、明
治期の殖産興業を中心とした対外政策の中でのことであ
る。そして、それまで「美術」ではなかったものが、「美
術」として再構築されることとなり、そのなかで「美術
館」は、「もの」を「美術」として語るという役割を担っ
てきた面がある。
前述したように、「もの」の情報は美術史という学域か
ら検討することが可能であると同時に、民俗学における
画証資料といったように他の学城から捉えることも可能
である。しかし、「美術館」においては、「もの」を「美
術」として語ることによって、資料の持つ情報は「美術」
として整理され、集約されてしまったと言うこともでき
m
③表面的な展示
②で述べたような「美術」というカテゴリーで「日本
美術」を展示しているために、その見せ方という点にお
いて、「もの」としてではなく、その「美術」という一側
面を強調したものとなっていると言える。
そこで、具体的に犀風の展示例から考えていくことと
する。襖絵や犀風といった障壁画は、完全に開けた状態
と閉じた状態、折り曲げた状態では見え方が異なる。 そ
して、山下裕二が指摘するように、「室町時代の絵巻に描
かれた昇風(画中画という)を見ると、じつにさまざま
な形で立て回されていたこと」7が分かる。
しかし、MUSEUMでは襖絵は四面なら四面全てが見
える形で、犀風は平置といって平らに全開の状態で展示
することが多い。 そして、折り曲げて立てている
MUSEUMにあっても、MUSEUMでは各扇間の「く」
の字の角度は一定に保たれている。 このような犀風にお
ける平面的な展示は措かれている画面を見せることを優
先しているからだとも言える。
しかし、榊原悟8は《富士三保松原図犀風≫(狩野山雪
筆、図3)を例に挙げて、平置した時だけでなく、折り
曲げた時の視覚効果も画家が計算に入れていたのではな
いかと述べている。 例えば、《富士三保松原図犀風≫では
平置した上の図に比べて、折り曲げた時の下の図では富
士山の高さが明確に異なる。
図3《富士三保松原図犀風》
(狩野山雪筆)
上:平置した状態(部分)
下:折り曲げた状態
また、昇風としての機能を果たすためには、折った状
態でなくてはならないといったように、折った状態を見
せることは、平面的に見せるよりも、場合によっては重
要な意味を持つのである。
このように「日本美術」のなかには、措かれた絵の内
容が重要であると同時に、その見せ方にも気を配ってい
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たものがある。 「美術」として、「純粋美術」のように描
かれた絵の内容(主題)だけを伝える展示していたので
は、伝わらない情報があると言える。
④日本美術の展示例
では実際に、MUSEUMにおいて「日本美術」はどの
ように展示されているのであろうか。 そこで、「美術館的
な展示」において、鑑賞者にとって「もの」以外の数少
ない情報経路の1つであるキャプションについて考えて
いくこととする。
図4キャプション(22.5×32.5cm)
特別展「王朝の美」から京都国立博物館
図のキャプション(図4)には、展覧会における通し
番号、作品名、制作年代、所蔵先、英文表示、解説から
なる。通し番号、. 作品名、制作年代、収蔵先、英文表示
は必要最低限の情報とも考えられる。 しかし、「日本美術」
の名称というのは、展覧会、美術書の担当学芸員、編集
者、著者によってつけられていたり、国宝、重要文化財
の指定をする文化庁の担当技官によって命名されていた
りすることがある。 そのような場合、研究者やある程度
美術史の教養をもった鑑賞者にとって必要な情報ではあ
るが、子どもやMUSEUMにあまり来ることのない人に
とっては、作品名として提示することでかえって鑑賞の
幅を狭めてしまうという結果につながると考えられる。
例えば、《布引滝蒔絵螺細硯箱≫(図5)という名称を
持つ硯箱があるが、キャプションを見ずに鑑賞者がこれ
を見た場合、自分の知っている滝を想起したり、季節を
考えたりすることが出来る。 あるいは「布引」という葦
手の文字を見つけ、布引の滝であることを発見できる鑑
賞者もいるかも知れない。 しかし、《布引滝蒔絵螺細硯箱〉
とキャプションをつけてしまうことによって、想像した
り、考えたりと言う作業無しに、布引の滝であるという
確認作業だけの鑑賞になってしまうとも考えられる。
図5《布引滝蒔絵螺細硯箱≫
カザールコレクション)
さて、次に解説の内容について、先ほどの図版にある
解説文を参考に考えていくことにする。
装飾法華経の一例で、染紙に金銀箔を散らした上
に濃彩の絵を描いた扇紙に経文を書写している。 絵
は物語を想起させるものから、人々の働く姿、さら
に風景や花鳥の図がある。
以上が解説文の内容である。 最初の一文は、「装飾法華
経」「染紙」「濃彩」丁扇紙」等と専門用語の羅列が続く。
それでも鑑賞者は、作品を前にして、解説を読んでいる
わけであるから、子どもには読むことすらも諦めてしま
うような文章ではあるが、一般の来館者には意味すると
ころは伝わるであろう。 しかし、キャプションを読んだ
ところで、解説パネルという辞書をもって、作品のなか
にある単語を探しているようなものであると言える0
一言で言えば、この専門用語に対応する作品の該当箇
所を見ているということである。 そのために、「染紙」に
関する知識を持つ鑑賞者ならば、解説から理解が深まる
ことも考えられるが、多くの鑑賞者にとってはあまり意
味を成していないと考えられる。
以上見てきたように、「日本美術」のMUSEUMにお
ける展示、特に「美術館」の展示では難解な文字情報が
多く、必ずしも鑑賞にとって有益な情報が得られるとは
限らないと言える。 また情報の与え方についてもレプリ
カ、映像資料といった二次資料を用いることが少なく、
キャプションだけに頼っているといっても過言ではない。
そのために、「美術館的な展示」では、どうしても鑑賞者
は受動的になってしまうのである。
そのために、ヴィジュアル・リテラシーの発達してい
ない者や、キャプションの読めない子どもの鑑賞者にと
って、「展示」が「展示する側と鑑賞者のコミュニケーシ
ョンの道具、場」として機能していない場合が見受けら
れるのである。
2「日本美術」の「もの」情報
さて、「日本美術」の展示を、鑑賞者の学習という視点
から捉えた時の問題点は、「日本美術」の「もの」として
の情報を伝える展示が少ないと言うことである。 つまり、
「もの」をMUSEUMに展示することで消失した光や音、
文化的、歴史的コンテクストや、犀風の配置といった見
せ方といった「もの」の情報を伝えることは、鑑賞者の
学習にとって意義があるものといえる。
つまり音や匂いといった情報は、言葉や視覚からの情
報経路からの知覚となり得る。 このことは、ガードナ
の示唆する9ように、知覚の相は個人差があり、触覚に
よって最も効果的に知覚する者も、聴覚が効果的な者も
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あり、知覚する機会を増やすことに繋がると言える。
また、文化的、歴史的コンテクストの情報は、日常
的な見方で「もの」を見ることは誰でもできることでは
あるが、展示を読み解くことが出来ない来館者の学習に
とって有効ではないだろうか。
それは、大堀哲10が述べるように、MUSEUM教育の
基本とは、①はたらきかける②理解を手助けする③観察
し比較させるところにあると述べているように、多種多
様な来館者の自発的な学習の場であるため、実用的な技
術の押しつけではなく、来館者自身が創造的な学習が行
えるよう支援するものである。 そして、その中心となる
のが、実物を見たり、触ったりすることで、感じたり、
発見させ、考えさせることであり、MUSEUM教育の特
色であるということである。
上記のことを踏まえると、展示では、まず来館者自身
が興味を持ち、自発的な学習を行える工夫が必要である。
そこで、ただ「眺める」から、興味を引き立て「見つめ
る」段階へ移行するにあたって、「もの」についての情報
を与えることは有効であると考えられる。 それは、
MUSEUMにおいて、来館者は抽象的な内容について話
すことは少なく、具体的な事柄について話しているとい
うデイアキングらの調査11からも言える。 つまり、「作品
の美しさ・良さ」や、「展覧会・展示のコンセプト流れ」
というのは、抽象的であり、先ほどの山口の「『感覚』よ
りも『知識』によって『もの』の意味づけが行われる博
物館は、一般的な文化と認識のプロセスのなかでは特殊
な例にすぎない」という指摘通り、MUSEUMの展示と
いうシステムに不慣れな者にとっては、理解が難しい場
合もある。
逆に「もの」がどのように使われたのか、ど
のような環境にあったのかという「もの」の情報の方が、
具体的な内容であり、人が日常的に行っている認識のプ
ロセスに近く、理解し易い場合があると考えられる。
3具体的展示案
それでは、鑑賞者の学習といった観点から、「もの」の
情報を伝えるにはどのような展示が考えられるのか「日
本美術」を例として考えていくこととする。
ここで、その対象として設定したいのは、MUSEUM
及びMUSEUMの展示について慣れている者、学芸員や
研究者ではなく、子どもやMUSEUMに初めて来る者、
MUSEUMの展示に不慣れな者を考えたい。 なぜなら、
MUSEUMの展示に慣れている者、学芸員や研究者の多
くはなんらかの目的を持ってMUSEUMに訪れる。 また
は、展覧会のコンセプト展示のテーマに沿って鑑賞で
きる者であると想定される。 そこで、あくまでもビギナ
ー層にとっての学習において、有効な「鑑賞」のあり方
の提言とする。
本論では、《慕帰絵詞≫(図6)を中心として「もの」
の情報を伝える展示案を紹介していくこととする。 まず
簡単に《慕帰絵詞≫の説明を加えておくと、仝10巻か
らなる絵巻であり、その内容は覚如の伝記を描いたもの
で、従覚の発願によって観応二(1351)年に完成したも
のである。
図6《慕帰絵詞≫
(藤原久信作)
では、具体的に展示案について述べていくこととする。
まず、同じものの展示についてその鑑賞者の鑑賞能力、
ヴィジュアル・リテラシーに応じて部屋を分けるという
二重展示とし、仮に導入となる空間を第1室、理解を深
化させる空間を第2室と部屋に喰えておくことにする。
具体的には、第1室において絵巻物のレプリカや絵巻
物に描かれたものの再現展示を行う。 レプリカの精度に
はこだわらず、詞書を現代文、活字に置き換えるなど学
習内容を優先させる。 つまり、レプリカを使って絵巻物
の鑑賞形態を理解すると同時にストーリーを把握できる
ようにする。
そして、第2室には、実物である絵巻を中心とした展
示を行う。 第2室には、「もの」の情報を伝えるというこ
とに拘らず、第2室は、実物である《慕帰絵詞〉を中心
に、従来の「美術館的な展示」に見られるような概念的・
抽象的な展示であっても、第1室での導入があるので、
それぞれの興味に応じて、学習を深めていくことが可能
であろう。
また、第1室において第2室の全ての展示物
において「導入」を設ける必要はないし、それはこの展
示案の意図するところではない。
次に、このような二重展示を行うことによって、鑑賞
者にどのような効果が得られると想定されるか考えてい
くこ. とにする。まず、第1室にある絵巻物のレプリカに
よって、第2室において右から左へと画面展開にそった
形で、鑑賞者のまなざしを促すことが可能となり得る。
また第1室において、現代文によって書かれたストーリ
ーを「読む/読まない」という選択はあるものの、読ん
だ場合には、事前にストーリーを把握することによって、
実物を前にどの場面の話なのか、絵巻物の中で何が行わ
れているかといったこと-の注視につながると言える。
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事前にストーリーを把揺することとは、かつて前提条件
となっていた知識、教養を補うものであり、描かれてい
る人物等への感情移入を助けると言える。 -また、第1室
に実物の絵巻物がないことによって、鑑賞者の興味・関
心を第2室へ向ける要因となる。
再現展示については、《慕帰絵詞≫に措かれた様々な
場面を再現することが可能であるが、一例として、第三
段の『開窓集』を選する場面(図7)が挙げられる。
図7《慕帰絵詞≫五巻三段
(藤原久信作)
部屋の真ん中にある三幅一対の中心には柿本人麿を描
いた軸がある。 そして香炉、花瓶が置かれている。 赤井
達郎12は、このような形式の飾りは、寝殿道における仏
画の飾り方を継承し、会所飾りへと発展していくものだ
と説明している。 また、歌聖といわれた柿本人麿の画像
を供養し、その歌徳にあずかろうとする入唐影供が12
世紀初頭から盛んに行われるようになる。 画中の『開窓
集』の選にあたっている覚如が入唐像を掛けている意味
もそこにある。
このような飾りの再現を行うことによって、かつての
「もの」を取り巻く物理的なコンテクストを伝えること
が可能である。 また「人麿影供」といった知識も、作品
の鑑賞には前提条件となっていた知識であり、かつて《慕
帰絵詞≫の鑑賞者も人麿像が描かれていることによって、
覚如が何をしているかを読み取ることが容易になってい
たと考えられる。
このような知識を展示で伝達することは、解説パネル
の文章に頼るしかないのであろうか。 しかし、導入段階
である第1室の場合、すべての来館者に分かるように、
平易な文章で伝えられない情報は極力さけた方がよい。
そこで例えば、人麿像の飾りを再現した展示の前に、歌
合の場を設けるということが考えられる。 直接的に人麿
影供の知識を伝達することはできないが、それらは体験
として記憶されるものであると考える。
とこ. ろで、再現とはいうものの実物があるならば、そ
れを展示する方が望ましい。 そして人麿像、香炉、花瓶
においてレプリカや複製を使用する場合は明示しないと、
鑑賞者に混乱と誤解を与えることとなるので注意が必要
である。
4鑑賞能力の段階と展示案
最後に、上述の「もの」の情報を伝える展示案が学習
者にどのような効果を与えうるのか検討していくことと
する。ここでは、展示案の対象者であるMUSEUMへの
来館経験が少ない者、ヴィジュアル・リテラシーの未発
達な者を、仮にアビゲイル・ハウゼンの「鑑賞能力の発
達段階」を参考として、その第1段階、第2段階に当て
はめ考察していくこととする。
①第1段階
まずハウゼンの「鑑賞能力の発達段階」の第1段階は
以下のようにまとめられる。
第1段階「物語の段階」一作品をじっくり見ようと
せず、自分の記憶や経験へ連想が飛躍するという特徴
をもっています。 作品のモチーフからまったく別の連
想を始めるなど、その思考は作品の中にとどまること
がありません。 美術鑑賞の経験のない者は年齢にかか
わりなく、この段階に属することになります。 13
これに対して、パーソンズの第1段階は「主題に対す
る詮索を行ったりしない」という段階であるが、パーソ
ンズのように、選ばれた絵を見せるという測定方法では
表出されない段階にある対象者がMUSEUMでは想定
できる。
つまり、「資料を眺めるものの、見ない」という
段階であり、ハウゼンの言う第1段階にあたると考えら
れる。特に、児童について言えることではあるが、展示
室を一周してMUSUEMを出てしまうために、何があ
ったかを記憶できるほどは、展示を見ていないのである。
また、一般に企画展示の資料数が膨大であることが多く、
大人の来館者でも最初から最後まで集中することは困難
な場合がある。 そして、集中力がない状態では、ただ作
品があることだけを確認し、次の展示物へと移動してし
まうことがある。 これは一見、見ているように映るかも
しれないが、実際は眺めているだけであると言えるだろ
う。
そこでこの段階にある者については、触ったり、参加
したりできる展示によって、来館者が注視できるような
環境を作り、関心・興味を持って見てもらうことが重要
であると言うことができる。 この段階において展示案は
人の興味、関心を向けるという点から有効であると言え
る。
ハウゼンの述べる第1段階において、作品のモチーフ
や描かれた内容を中心に鑑賞するというスタイルの指導
法を行ったとすれば、作品を読み解く能力の発達してい
ない鑑賞者が「作品をじっくり見ようとせず、自分の記
憶や経験へ連想が飛躍」してしまうというのも当然であ
る。
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展示案では、 「作品」として見せる以前に、 「もの」と
して見せることで、 「作品」をじっくり見る足がかりを構
築できるものと考える。つまり、第1段階の来館者が「自
分の記憶や経験へ連想が飛躍」するというのは、作品と
自己の記憶や経験を引き付けていると考えられる。 その
際、自己の記憶や経験と「作品」が一致していないため
に、連想が飛躍していくとは考えられないだろうか。 つ
まり、普段何かを見る時は、意識的にも無意識的にも、
「もの」とこれまでの自分の経験や記憶を引き付けて見
ているため、 MUSEUMで見る時にも、その行為をもっ
て鑑賞するものの、そのことによって「作品」が自分の
ものにならない-理解できないために、連想が飛躍して
いくと考えられる。
パーソンズの第2段階とは、絵画の主題が何を意味し
ているかを探ろうとする段階であり、絵画そのものの媒
体としての特性にはあまり関心を払わない段階であると
されている。 このように絵画という媒体に関心を持たず、
主題を見るというのも、それが普段「もの」を見る時の
経験に近いからだと言うことができ、作品から自分の経
験や記憶へと連想が飛躍していくという上述の内容を裏
付けると言える。
それに対して、 MUSEUM資料を「もの」として見
せることは、日常生活における「見る」という経験の延
長であると考えられる。 例えば、触ったり、喚いだりと
いった五感を用いて「もの」を知り、どのような場、ど
のような状況に「もの」が置かれているのかという所か
ら「もの」を理解するという経験は、日常的に行ってい
る経験である。 つまり、このことから、第1段階の来館
者に対して、第1室の展示は「導入」の役割を果たし得
ると考える。
②第2段階
「鑑賞能力の発達段階」の第2段階は以下の通りであ
る。
第2段階「構築の段階」一作品に接する機会が増え
るにしたがって、鑑賞者は美術に関する知識や情報
を自主的に欲するようになります。 また、作品をよ
く観察することを心がけるようになります。 この段
階に対する指導方法としては、鑑賞者は単に知識を
増やしたいだけでなく、自分で学ぶための方法も欲
しているわけなので、そのための資料や施設の用意
が必要です。 14
まず、第1段階の来館者にとっては導入となる第1室
は、第2段階の来館者にとっては知識や資料を与える場
にもなり得る。 展示案で、第2室の展示物の中での数作
品しか1室において取り上げないのは、全ての作品につ
-53-
いて説示してしまうと、来館者自身が選択して学習する
という自律的な学習を損なうと考えられるからでもある。
第1室で学習したことを活かして、他の展示物を鑑賞す
る、興味を持った「もの」については、・第1室での学習
内容を応用し来館者自身が調べたり、考えたりすること
が重要であると考える。
このように、MUSEUMでの学習の仕方を学ばせるこ
とは、単にその館の展示物に関しての教育普及という一
過性のものではなく、他の館においても応用可能な永続
的な学習につながると考えられる。
そしてMUSEUMでの学習とは、個々人によって異
なるものであるので、すべての館がギャラリー・トーク
をする、すべての館が説示型展示をするというのではな
く、多様な教育普及があり、それを来館者自身が発展さ
せていく段階で、自分なりの学習方法を見つけることが
望ましいと考える。
Ⅳおわりに.
・
日本において、鑑賞教育をはじめとして「博物館」、「美
術館」での教育普及活動が盛んに論議されるようになっ
て久しい0かし、教育普及活動の中心ともなるべき展
示については、展示を行う側からの展示論はあるものの、
見る側、来館者の立場にたった展示論は多くはない。
そこで、特に「美術」を「作品」として展示する「美
術館」の展示を問題として捉え、「もの」としての情報が
説示される展示案を提唱した。
本論では、.いくつかの「日本美術」を例として挙げた
が、「民族美術」や他国の「古美術」についても、「もの」
としての情報を説示する展示が有効であると言える。そ
れと同時に、全ての「日本美術」について適応されるも
のではないとも言える。また、コンテクストを再現する
ことに意味があると同時に、コンテクストから切り離さ
れて初めて「作品」としての鑑賞をすることに意義があ
るものもある。
そして、どのような展示が適しているのかというのは、
各館の実情や、その状況に応じて決定されるものである。
そこで、ある展示、あるMUSEUM資料の展示に特化し、
細部に至るまで詳しく論述することは見る側の視点に立
った展示論においてはあまり意義を見出すことは出来な
いため、総論としてまとめた。
しかし、見る側の論文として、日本における来館者調
査、アンケートといった点において資料不足という問題
が残されているという批判は否めない。今後、本論を踏
まえ調査、データ収集を行っていくという課題が残され
ていると言える。
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